
島内武彦先生 と赤 外分光

本広報の前号 (12巻 2号)に掲載 された木村健

二郎先生による「柴 田雄次先生 と分光器」が大変

好評であ ったので ,島 内先生についてもできれば

いわゆる追悼文とは違 ったものを書いて貰いたい

との注文が編集委員から出された。

そこでふ と思い出 したのは,私 の部屋の戸棚に

しまい込んである昔の赤外線検知器の ことである。

私の研究室には水島研以来の古いラマン分光器 ,

赤外分光器,種 々の付属品が多数残 っていて,そ

れ らの多 くは中 2階 の物置きで眠っている。島内

研時代か ら何度 もこれ らをどう処分 した らよいか

が問題 とな ったが ,諸先輩の汗が しみ込んでいる

ものばか りなので,簡単に捨てることができずに

そのま ゝになっている。なかで も私の部屋にある

赤外線検知器は島内先生が大平洋戦争前から戦後

暫 くの間まで愛用されたもので ,先生が昔「 これ

だけはそのうちに僕が貰 ってゆ くから,収 って置

いて下さい」 と言われた ことがあり,当 時の中川

一朗助教授 (現 東北大学教授)が「島内先生愛用

の品 ,永久保存」 と書いた紙 を箱にはりつ けてお

られたものである。

現在では赤外分光計は数千万円か ら二百万円程

度のものまで各種の市販品があり,便利 この上な

い状態になっているが,四十年前には一 つの化合

物の赤外吸収 スペク トルを測定することはまさに

一仕事であった。当時物理では藤岡由夫先生 らが

赤外分光を手がけておられたそ うであるが,化学

では水島研に 日本で唯一つの赤外分光計があり,

島内先生が主 としてそれを担当された。赤外分光

の事始めについては,い ずれ水島先生や島内先生

の協力者であった倉谷健治現宇航研教授に詳 しく

お聞 きしておきたいと思 っているが,た またま私

の部屋の抽出しに残 っていた書類によると,最初

田 隅 三 生 (化学 )

の赤外分光計はカールツァイス社製で,昭和14年

H月 に輸入されたものであった。納入時に岩塩プ

リズムに曇りが生 じていることが判明したため ,

次のような預 り証が残されている。「拝啓 既納

ノ鏡面式分光器所属ノ岩塩プリズム弐個ハ納入当

初ヨリ「曇 り」アリ依 ッテ良品 トハ認メ難ク弊社

二於テ無償修理調整ノ上御返納申上グベク候 敬

具 昭和捨五年参月五 日 カールツァイス株式会

社取締役ヘルマン・ クー 東京帝国大学理学部化

学教室御中」 また,検知器その他についても多

少問題があったらしく,昭和15年 9月 17日 にプ リ

ズムとともに納入 したという納品書がある。プ リ

ズムはSteins」z Prisme des Spiegelmonochra―

mators,検 知器はVakum Thrmoelemellt mit

Steltta121inse となっている。 モノクロメーター

をある赤外線波長にセットし,検知器の出力を検

流計で読み取り,波長を少しずつ変えて同じこと

を繰返 してゆくいわゆる point by polllt式でスペ

クトルを測定 したわけであるから,大変な時間と

労力を要 したことと想像 される。愛用の品とは多

分に “苦用 "の 品でもあったことだろうが, これ

だけは収って置きたいと言われた島内先生の若き

日の苦心と赤外分光学への情熱が偲ばれる。

昭和15年 9月 以降にも,い ろいろと故障が出た

ようで,戦局がようやく枢軸側に不利に傾いた昭

和18年 8月 には次のような手紙がカールツァイス

社から島内先生宛に出された。「東京帝大理学部

化学教室島内武彦様 拝復 七月二十三 日附を以

ち御照会に預りましたモノクロマ トール其の他の

件に関し収調べの結果左記の通 り判明致しました。

一,プ リズムは納入後修理品として御預り致し当

社で修理出来ません為独乙工場へ送りました。基

の後独乙工場に於て修理出来上り発送間近に今回
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